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予防ガイドライン 
改正に係るご説明

公益社団法人全国公立文化施設協会 
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劇場、音楽堂等における新型コロナウイルス
感染拡大予防ガイドライン 

このガイドラインは、2020年春の感染第一波に
よる公演等イベントの中止や劇場閉鎖を受け、そ
の後の一旦の拡大の落ち着きに伴う社会生活や
経済の再開に向けて、感染の専門家や文化庁等
の確認を受けて、公文協により策定されまし
た。以降も感染防止の新たな知見を踏まえて改
定を進めました。
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公益社団法人全国公立文化施設協会
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劇場、音楽堂等における新型コロナウイルス 
感染拡大予防ガイドラインの策定 

• 業界別ガイドラインに併せて、文化庁を通じ
て、内閣官房コロナ対策推進室からの要請 

• 基本の防止策に劇場ならではの状況を加筆 
• 感染の専門家の確認 
• 施設内では原則マスク着用 
• 客席収容率：50%　前後左右を空ける

令和2年5月14日策定
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劇場、音楽堂等における新型コロナウイルス 
感染拡大予防ガイドライン改定版 

• 新しい生活様式（スマートライフ）での 

      新型コロナウイルスとの共存 

• 客席収容率の緩和 50%→100% 

• 感染対策の知見の反映 

• 役割の整理

令和2年9月18日改定
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劇場、音楽堂等における新型コロナウイルス 
感染拡大予防ガイドライン改定版 

• ワクチン接種の奨励 

• 感染対策の知見の反映 

• 不織布マスクの奨励 

• フェイスシールドについては効果が低い 

• 舞台前からの距離を発声を伴う演者からの
距離に変更

令和3年10月15日改定
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劇場、音楽堂等における新型コロナウイルス
感染拡大予防ガイドライン 

一方で、基本となる感染防止策については、継
続的であり、各施設の状況や催しの内容等を踏
まえて、感染防止策の実行が求められます。ま
た、感染の拡大期においては地域の感染状況を
踏まえたより精緻な防止策が必要となります。
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「三つの密」の回避

• 密閉空間（換気が悪い） 
• 密集場所（多くの人が密集） 
• 密接場面（近距離での会話）

基本となる感染防止策
• 接触感染防止 
• 飛沫感染防止 
• マイクロ飛沫感染防止
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接触感染防止
•共有部分の消毒 

•物品の共有を避ける 

•消毒 

•消毒薬の設置 

•手指の消毒、手洗い
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飛沫感染防止

• 不織布マスク着用の徹底 

• 会話等の抑制 

• 社会的距離を取る 

• 間仕切りの設置
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マイクロ飛沫感染防止

• 換気 

• 空調設備の適正運用 

• 定期的なメンテナンス
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地域の施設利用における対応策

• 文化芸術団体（出演者、スタッフ等） 
• 来場者

• ステージ上、舞台袖 
• 楽屋、通路等 
• 客席、ロビー等

関わる主体

使用するエリア
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文化芸術団体
• 感染防止の責任者を決める 
• 換気の促進 

• 余裕を持ったスケジュール設定 
• 事前の検温等の体調管理 
• 不織布マスクの着用 
• 場面ごとの手指消毒 
• 物品の共有を避ける
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ステージ上、舞台袖

• ソーシャルディスタンス 
• 舞台袖ではマスク着用 
• ステージへの登退場時に手指消毒 
• 速やかな登退場 
• 舞台前列と客席との距離を確保

14



楽屋、通路等

• 換気の確保 
• 不織布マスク着用 
• ソーシャルディスタンス 
• 間仕切りの設置 
• テーブル等の消毒 
• 物品の共有を避ける
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来場者

• 事前の予防策の周知 
• 連絡先の把握 
• 不織布マスクの着用 
• 会話の抑制 
• 入館時等の手指消毒 
• ソーシャルディスタンス
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客席、ロビー等

• ソーシャルディスタンス 
• 不織布マスクの着用 
• 会話の抑制 
• 入退場時の管理 
• 消毒薬の設置（トイレ等） 
• 面会や差し入れを控える
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全体

•日常的な健康管理 
• 検温/検査/睡眠/栄養/運動 
•不織布マクスの着用 
•会食の抑制 
•施設内での会話の抑制
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